
（ 1 ） 重点戦略について………………………………………… 7 1

（ 2 ） 重点戦略

…1 　 …都市機能の充実と 拠点性の向上…………………………………… 7 3

…2 　 …地域企業の経営力強化、 新たなビジネスや…

成長産業の創出・ 育成……………………………………………… 7 7

…3 　 …豊富な田園資源を 活かし た儲かる農業の実現…………………… 7 9

…4 　 …魅力と 拠点性を 活かし た交流人口の拡大………………………… 8 1

…5 　 …新潟暮ら し の魅力発信と 多様な支援による…

移住・ 定住の促進…………………………………………………… 8 3

…6 　 …誰も が個性と 能力を 発揮し ながら 、…

心豊かに暮ら せる社会の実現……………………………………… 8 5

…7 　 …子ども と 子育てにやさ し いまちづく り と …

新潟の将来を 担う 人材の育成……………………………………… 8 8

…8 　 …仕事と 生活の調和（ ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンス） の実現……… 9 2

…9 　 …脱炭素・ 循環型社会の実現………………………………………… 9 4

1 0 　 安心・ 安全で災害に強いまちづく り ……………………………… 9 6

（ 3 ） 地方版総合戦略と の関係……………………………… 9 9

重点戦略

70



視点１  経済・ 社会・ 環境の三側面に配慮する

視点４  パート ナーシッ プにより 目標を 達成する

視点５  デジタ ル技術・ データ を 活用する

視点３  新潟への誇り と 愛着を 育む

視点２  新潟の将来を 担う 世代の思いを 大切にする

政策・ 施策を推進する５ つの視点

「 ５ つの視点」 を
意識し ながら 推進！

1 重点戦略について

5 重点戦略基本計画

重点戦略の位置付け

人口減少・ 少子超高齢社会の進展により 、 全国的に地方都市を 取り 巻く 環境が厳し さ を 増すなか、 新潟市

が本州日本海側唯一の政令指定都市と し て持続的に発展する ためには、 新潟都心エリ アが変貌を 遂げる 「 ま

ち づく り の大き な転換期」 を 追い風と し て 、 都市機能の充実と 拠点性の向上を 図る こ と で 、 市域全体の産業

の活性化につなげ、 若者の雇用の場の創出や市民所得を 高めるこ と が重要です。

そこ から 生み出さ れる 活力と 財源を 効果的に活用し 、 住民福祉の更なる 向上を 図り ます。 そし て、 市民一

人一人が自分ら し く 様々な場面で活躍し 、 また、 人と 人、 人と 地域と が共につながる こ と で、 新潟市に更な

る活力を 生み出し ます。

国全体が迎えている 人口減少時代において 、 県都である 新潟市が広く 新潟地域の発展を リ ード し 、 躍進し

ていく ためにも 、「 都市の活力向上」 と 「 住民福祉の向上」 の持続可能な好循環を つく り だす戦略が欠かせな

いも のと なり ます。

そこ で、「 4 　 政策・ 施策の全体像」 に記載し た「 政策・ 施策を 推進する 5 つの視点」 を 持ち ながら 、 市民

を はじ めと する多様な主体と の連携・ 協働のも と 総力を あげて展開する1 0 の戦略を「 重点戦略」 と 位置付け、

一つの政策パッ ケージと し て推進し ていき ます。

こ の重点戦略が、「 6 　 各分野の政策・ 施策」 に記載し た8 つの分野における1 6 の政策を 牽引し ていく こ と

で、 それぞれの政策効果を よ り 高め、 目指す都市像で ある「 田園の恵みを 感じ ながら 　 心豊かに暮ら せる　

日本海拠点都市」 を 実現し ます。
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各分野の政策・ 施策の中から 目指す都市像の実現に大き く 貢献する施策を重点化し 、 総合計画全体を牽引

都市機能の充実と 拠点性の向上

地域企業の経営力強化、 新たなビジネスや成長産業の創出・ 育成

豊富な田園資源を活かし た儲かる農業の実現

魅力と 拠点性を活かし た交流人口の拡大

新潟暮ら し の魅力発信と 多様な支援による移住・ 定住の促進

誰も が個性と 能力を発揮し ながら 、 心豊かに暮ら せる社会の実現

子ども と 子育てにやさ し いまちづく り と 新潟の将来を担う 人材の育成

仕事と 生活の調和（ ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンス） の実現

脱炭素・ 循環型社会の実現

安心・ 安全で災害に強いまちづく り

重点戦略9

重点戦略8

重点戦略1 0

重点戦略7

重点戦略1

重点戦略2

重点戦略3

重点戦略4

重点戦略5

重点戦略6
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具体的な 内容 ページ番号 は各分野の政策・ 施策の該当ページを表示し ています。

重点戦略 ❶ 都市機能の充実と 拠点性の向上

新潟市が人口減少時代に躍進するためには、「 学べる」、「 自分ら し く 働ける」、「 遊べる」、「 楽し める」、「 刺

激がある」 と いっ た人々を惹きつける都市の魅力を高め、 現在世代のみなら ず将来を担う 世代から 夢や希望を

実現でき る都市と し て選ばれるこ と が重要です。 加えて、 市民が自ら の住むまちに誇り と 愛着を感じ ながら 安

心し て暮ら せるよう 、 経済・ 社会・ 環境の三側面の豊かな調和を意識し て様々な戦略を総合的に展開し ていか

なく てはなり ません。

そのためにも 、 新潟市が有し ている国際拠点港湾や拠点空港、 高速道路や新幹線など 、 国内外と 結ばれた広

域交通基盤を大いに活かし ながら 、 人・ モノ ・ 情報が行き 交う 活力あふれるまちづく り を進めるこ と が戦略展

開の大き な柱と なり ます。

こ れまで進めてき た新潟駅の約6 0 年ぶり のリ ニュ ーアルと 新潟駅周辺整備により 、 鉄道を 挟んだ南北市街

地がつながり 、 新潟駅周辺から 万代、 古町を結ぶ都心軸が生まれ変わり ます。 そし て、「 にいがた2 k m」
＊1と

名付けた都心エリ アでは、 都市再生緊急整備地域＊2の指定を機に民間事業者による再開発の動きが活発化する

など、「 まちづく り の大きな転換期」 を迎えています。

こ の転換期を逃すこ と なく 、 都市機能の充実と 拠点性の向上に取り 組み、 日本海拠点都市と し ての力と 存在

感を高め、 経済活動の活性化や戦略的な企業誘致による産業集積、 文化・ スポーツをはじ めと し た様々な分野

の活性化につなげ、 その効果を市域全体に広く 波及さ せていき ます。

戦略展開の方向

2 重点戦略

5 重点戦略基本計画

都心のまちづく り 【「 にいがた2 k m 」 の覚醒】

都心のまちづく り 基本方針　 ３ 本の柱

基本方針Ⅰ

人・ モノ ・ 情報の中心拠点と なる稼げる都心づく り

基本方針Ⅱ

都心と ８ 区の魅力・ 強みのコ ラ ボレーショ ンによる
新たな価値の創造

基本方針Ⅲ

居心地が良く 、 市民が主役になるまちづく り

 みなと まち新潟を象徴する信濃川と 萬代橋から 広がる都心エリ ア「 にいがた2 k m」 において、

高次都市機能＊3 の集積や魅力の創出、 賑わいづく り を 市民の皆様と 一体で取り 組むこ と で、 『 緑

あふれ、 人・ モノ ・ 情報が行き 交う 活力ある エリ ア』 を 創造し 、 ８ 区のネッ ト ワーク 強化を 図り

ながら 、 『 新潟市経済・ 産業の発展を牽引する 成長エン ジン』 と し ていく 取組を推進し ます。

＊1  新潟駅周辺・ 万代・ 万代島・ 古町をつなぐ 約2 k mの都心軸周辺エリ アの呼称のこ と 。

＊2  都市再生特別措置法に基づき 、 都市の再生の拠点と し て、 都市開発事業などにより 緊急かつ重点的に市街地の整備を推進すべき地域と し て、 政令

で指定さ れるも の。

＊3  商業・ 業務、 教育、 文化、 交流、 医療、 福祉などの都市機能のう ち、 より 広域の人々を対象と し て、 質の高いサービスを提供する機能のこ と 。
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○新潟駅周辺の整備を 進め、 南北市街地の一体化およ
び賑わい空間の創出によ る 活性化を 図る と と も に、
国によ る 中・ 長距離バスタ ーミ ナル整備と 連携し 、

広域交通結節機能を強化し ます。

拠点機能の充実・ 強化 P 1 8 8

○みなと まち 文化や踊り 文化、 マン ガ・ ア ニメ 文化、
鉄道文化などの人を 引き つける特色ある 文化を さ ら
に磨き 上げ、 観光や産業、 まち づく り の分野などの

振興に役立てます。

特色ある 文化芸術で地域振興 P 1 2 2

○「 にいがた2 k m」 エリ アにおける高機能オフ ィ スの

整備を 促進する と と も に、 新潟市の優位性を アピ ー
ルし 、 多様な産業と の連携やイ ノ ベーショ ン ＊1 が期
待さ れるＩ Ｔ 企業の誘致を推進し ます。

○企業の立地・ 誘致の推進によ り 、 多様で魅力ある 雇
用の創出を図り ます。

戦略的な企業立地・ 誘致の推進 P 1 5 4

○新潟市の持つ魅力を 活かし た、 国際・ 全国大会や合
宿の誘致、 イ ベン ト などの開催によ り 、 スポーツ を

通じ た交流を 推進し 、 地域や経済の活性化につなげ
ます。

スポーツ を 通じ た交流の推進 P 1 2 6

○商店街が商業機能に加え、 世代を 超えて人々が交流

する 機会を 創出するなど、 地域住民やコ ミ ュ ニティ
が求める多様なニーズに応え、 持続・ 発展でき る よ
う 、 地域の実情に合わせて支援し ます。

地域経済の持続的発展に向けた取組 P 1 5 3

○都市再生緊急整備地域の規制緩和などを 活用し 、 官
民一体と なっ て質の高い投資を 呼び込み、 都心エリ

アの再開発に合わせた防災機能強化、 脱炭素化、 緑
化、 賑わい創出などを進めます。

○オフ ィ スや都市機能誘導施設の整備を 促進し 、 都心

の拠点性の向上を推進し ます。

都心部の戦略的な再開発促進 P 1 8 8

基本方針Ⅰ　 人・ モノ ・ 情報の中心拠点と なる　 稼げる都心づく り

○AI＊2 やIoT＊3、 5 G ＊4 を はじ めと し た先端技術の活用
やDX ＊5の取組を 促進するほか、 多種多様な企業など
が協業・ 共創するための環境整備と 人材育成を進め、

新規事業の創出を支援し ます。

○デジタ ル社会や脱炭素社会の進展を見据えた、 DX や
GX ＊6などの新たなサービスの実証・ 実装を促進し ま

す。

社会の変化を 見据えた新規事業

創出の支援
P 1 5 4

○国際港・ 国際空港や高速道路、 新幹線と いっ た高速
交通ネッ ト ワーク を有する拠点性を活かし 、 ハイレベ

ルな国際会合・ スポーツ 大会等を 含むMICE
＊7

誘致、
および佐渡市や会津若松市＊8を はじ めと する県内外
の自治体と の広域連携により 、 誘客を促進し ます。

〇食と 酒、 みなと まち 文化、 各区の地域資源＊9、 古町

芸妓、 マン ガ・ アニメ 、 スポーツなど、 新潟市の個
性・ 魅力を 最大限に活用し 、 誘客を 促進すると と も

に、 来訪者の満足度向上、 リ ピート ・ 消費意欲の向
上につなげます。

新潟の個性・ 魅力と 拠点性を

活かし た誘客の促進
P 1 6 6

新潟駅万代広場　 完成イ メ ージ

都心エリ アの目指す姿　 イ メ ージ

（ 東大通から 新潟駅を望む）

＊1  モノ 、 仕組みなどに対し て、 全く 新し い技術や考え方を取り 入れて、 新たな価値を生み出し 、 社会的に大き な変化を起こ すこ と 。
＊2  Artif ic ia l In te llig ence（ 人工知能） の略。 知的な行為を、 人工的に作ら れた知能で可能にする技術のこ と 。
＊3  Inte rne t o f Th ing sの略。 様々なも のがイ ンタ ーネッ ト につながるこ と で、 離れたと こ ろにあるモノ の状態を把握し て操作し たり 、 サービスを利

用し たり でき るこ と 。
＊4  第5 世代移動通信システム（ 5 th Gene ra tion） のこ と 。 高速・ 大容量、 超低遅延、 多数同時接続が可能な移動体無線通信システム。
＊5  Dig ita l Tra nsfo rma tionの略。 データ と デジタ ル技術を活用し て、 顧客や社会のニーズを基に、 製品やサービス、 ビジネスモデルの変革や、 業

務そのも のや、 組織、 プロセス、 企業文化・ 風土を変革するこ と 。
＊6  Green  Tra nsfo rma tionの略。 カ ーボンニュ ート ラ ルや温室効果ガス排出削減目標の達成に向けた取組を経済の成長の機会と 捉え、 排出削減と

産業競争力の向上の実現に向けて、 経済社会システム全体を変革するこ と 。
＊7  Meeting （ 会議）、 Incen tiv e  Tra ve l　（ 企業報奨、 研修旅行）、 Convention（ 総会、 学術会議）、 Even t/Ex h ib ition（ 文化・ スポーツイ ベント 、

展示会） の頭文字。 多く の集客交流が見込まれる会合、 イ ベント などの総称のこ と 。
＊8  佐渡市と は、 平成2 2 （ 2 0 1 0 ） 年から 「 ト キめき 佐渡・ にいがた観光圏」 を形成。 令和4 （ 2 0 2 2 ） 年には、 佐渡金山の世界文化遺産登録を見据

え誘客交流連携協定を再締結。 会津若松市と は、 平成2 4 （ 2 0 1 2 ） 年に観光交流を宣言。
＊9  歴史・ 文化遺産、 伝統行事・ 文化・ 芸能・ 工芸、 街並み、 産業、 農村文化・ 田園、 海・ 潟・ 里山等の自然環境、 鉄道、 温泉など。
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○起業家の支援・ 育成に取り 組むと と も に、 セミ ナー
やワーク ショ ッ プの開催などを 通じ て企業や地域な
ど と の多様なネッ ト ワーク 形成を 促進する こ と で、

創業し やすく 、 安定的に事業が継続でき る環境づく
り に取り 組みます。

○食関連産業の集積など新潟市の特色を 活かし た、 市

内事業者と スタ ート アッ プ＊3と のオープン イ ノ ベー
ショ ン ＊4を 促進し 、 新規事業の創出に際し ても 寄り
添いながら 幅広く 支援し ます。

起業・ 創業し やすい環境づく り P 1 5 4

○都市部や生活圏において、 多様なラ イ フ スタ イ ルに
合わせた環境に優し い移動手段の充実を 図る ため、

歩行空間や自転車利用環境の向上に取り 組みます。

交通ネッ ト ワーク の強化・ 充実 P 1 8 7

○都心エリ アにおいて、 人中心のウォーカブルな空間形
成＊5に資する環境の整備や良好な景観形成、 緑化の

推進、 水辺空間の魅力創出、 公共空間の利活用、 デ
ジタ ル技術の活用など、 公民連携による 取組を 進め
るこ と で、 魅力と 価値の向上につなげます。

人中心のウォ ーカ ブルな空間形成 P 1 8 8

基本方針Ⅱ　 都心と 8 区の魅力・ 強みのコ ラ ボレーショ ンによる新たな価値の創造

○国家戦略特別区域制度を 活かし 、 スマート 農業＊1や
デジタ ル技術の導入を 支援するこ と で、 生産性・ 収
益性の向上を図り ます。

○SDG s
＊2

の達成に向け、 脱炭素化・ 環境負荷低減に
対する農業現場のニーズに即し ながら 、 様々な課題
に対し デジタ ル技術を活用し ます。

生産性向上と 持続性の両立に向けた

スマート 農業技術の導入促進
P 1 5 9

○国際港・ 国際空港や高速道路、 新幹線と いっ た高速
交通ネッ ト ワーク を有する拠点性を活かし 、 ハイレベ

ルな国際会合・ スポーツ大会等を含むMICE誘致、 お
よ び佐渡市や会津若松市を はじ めと する県内外の自

治体と の広域連携により 、 誘客を促進し ます。

〇食と 酒、 みなと まち 文化、 各区の地域資源、 古町芸
妓、 マンガ・ アニメ 、 スポーツなど、 新潟市の個性・
魅力を 最大限に活用し 、 誘客を 促進する と と も に、

来訪者の満足度向上、 リ ピ ート ・ 消費意欲の向上に
つなげます。

新潟の個性・ 魅力と 拠点性を

活かし た誘客の促進
P 1 6 6

ウォ ーカ ブル空間の形成　 イ メ ージ

○新潟市の強みである食と 花、 食文化の魅力を発信し 、
多く の人がその魅力に触れら れる 機会を 提供するこ
と によっ て、 市民をはじ めと する多様な主体と 共に、

食と 花の販路の拡大および都市と 農村の交流を 推進
し 、 農林水産業の振興と 豊かな市民生活の実現を 図
り ます。

新潟の農水産物と 食文化を

全国に発信
P 1 6 0

基本方針Ⅲ　 居心地が良く 、 市民が主役になるまちづく り

＊1  ロボッ ト 、 AI、 IoTなど先端技術を活用する農業のこ と 。

＊2  Susta ina b le  Deve lopment Goa ls（ 持続可能な開発目標） の略。 より よい社会の実現を目指す2 0 3 0 年までの世界共通の目標で、2 0 1 5 年の「 国

連持続可能な開発サミ ッ ト 」 において1 9 3 の加盟国の全会一致により 採択さ れた。 将来世代のこ と を考えた持続可能な世界を 実現するための1 7

の目標と 1 6 9 のタ ーゲッ ト から 構成さ れている。

＊3  新し いビジネスモデルを考えて、 新たな市場を開拓し 、 社会に新し い価値を提供し 、 貢献するこ と により 、 事業の評価を短期間で飛躍的に高める

企業のこ と 。

＊4  企業や組織の枠に捉われず、 新たな技術やアイ デアなどを積極的に活用し て、 革新的な製品やサービス、 またはビジネスモデルなどの開発を行う

こ と 。

＊5  「 歩く 」 の ”w a lk ”と 「 ～できる」 の ”a b le”を組み合わせて作ら れた造語で、「 居心地が良く 、 歩きたく なる空間」 を形成するこ と 。
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政 策 指 標

都心エリ アの平均地価変動率

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

前年比＋0 .9 %
（ 令和4 年）

前年比＋2 .0 %
（ 令和5 年～
令和8 年平均）

前年比＋2 .0 %
（ 令和5 年～

令和1 2 年平均）

港、空港、新潟駅、高速道路などの広域交通インフ ラ の
利便性が以前と 比べて向上し ていると 思う 市民の割合

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

3 1 .1 %
（ 令和4 年度）

3 5 .6 ％
（ 令和8 年度）

4 0 .0 %
（ 令和1 2 年度）

○新潟港における 耐震性やコ ンテナタ ーミ ナル機能の

向上など、 港湾機能強化に向け整備を 促進する と と

も に、 ク ルーズ船誘致やポート セールスを 行い、 新

潟港の利用を活性化し ます。

○新潟空港の耐災害性を 強化する と と も に、 空港運営

の最適化、 駅や港などと 空港を つなぐ 利便性の高い

アク セスの検討、 航空ネッ ト ワーク の充実・ 強化に

より 活性化を図り ます。

○鳥屋野潟南部地区における 住居・ 交流拡大ゾーン の

開発促進に向けたスムーズな手続き・ 調整を 行う な

ど、 複合拠点と し ての整備を促進し ます。

○白山公園付近一帯について、 文化施設やスポーツ 施

設な ど が集積する 特徴を 活かし 、「 にいがた2 k m」

と 連動し たまちづく り を 推進するこ と で、 都市の活

力創出につなげます。

○日本海沿岸東北自動車道のミ ッ シン グリ ン ク ＊1 解消

や磐越自動車道の4 車線化整備、 羽越本線の高速化

促進などによ り 、 平時の交流・ 物流機能に加え、 災

害時・ 緊急時における 安全・ 迅速な輸送などを 支え

る拠点間ネッ ト ワーク 機能の強化を図り ます。

拠点機能の充実・ 強化 P 1 8 8

○都市と 田園・ 自然が調和・ 共生し 、 多様な個性や魅

力があふれる 地域の集合体であると いう 新潟市の強

みを 活かし 、 多核連携型のまちづく り に取り 組みま

す。

○地域資源や既存の都市スト ッ ク ＊2を 有効活用し 、 地

域や生活の拠点へ居住や生活利便施設などの都市機

能を 誘導する など、 持続可能でコ ン パク ト なまち づ

く り を推進し ます。

コ ン パク ト なまち づく り の推進 P 1 8 7

○各区と 都心方面を 結ぶ公共交通サービ スの向上や交

通結節点＊3 の強化など、 都心アク セスの強化を 図る

と と も に、 駅・ 港・ 空港などの広域交通拠点と 二次

交通を 連携さ せた主要エリ ア間のアク セス強化・ 回

遊性の向上に取り 組みます。

○公共交通の利用促進に向けて、 デジタ ル技術を 活用

し た 情報提供の充実や市民を 対象と し た モ ビ リ

ティ ・ マネジメ ン ト ＊4 による 意識啓発に取り 組みま

す。

○地域に根差し た多様な移動手段を 確保する ため、 小

型バスはも と より 、 タ ク シーなどの小型車両を 組み

合わせ、 利便性と 持続可能性を 併せ持つ新たな移動

手段の構築に取り 組みます。

○鉄道駅における 交通結節点の機能強化と 賑わいの創

出を 図る と と も に、 快適性・ 安全性を 高める ため、

駅前広場、 自由通路へのエレ ベータ ーの設置を はじ

めと し たバリ アフ リ ー化など、 ユニバーサルデザイ

ン
＊5の考えに基づいた整備を推進し ます。

交通ネッ ト ワーク の強化・ 充実 P 1 8 7

新潟東港 新潟空港

＊1  幹線道路などの未整備区間で、 途中で途切れている区間のこ と 。

＊2  こ れまでに整備さ れ、 現在も 利用さ れている道路や橋り ょ う 、 公園、 建築物などと それら によっ て作ら れる都市空間のこ と 。

＊3  バスのほか、 電車やタ ク シー、 自動車、 自転車など様々な交通手段の接続が行われる乗り 換え拠点のこ と 。 　

＊4  一人一人の移動手段の自発的な変化を促すためのコ ミ ュ ニケーショ ンを中心と し た交通施策のこ と 。

＊5  障がいの有無や年齢などによら ず多様な人々が利用し やすいよう 都市や生活環境をデザイ ンする考え方のこ と 。

指標の定義や目標設定の考え方をP2 6 5 ～2 7 8 に記載し ています。
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具体的な 内容 ページ番号 は各分野の政策・ 施策の該当ページを表示し ています。

重点戦略 ❷ 地域企業の経営力強化、
新たなビジネスや成長産業の創出・ 育成

人口減少時代に住民福祉の向上に投資できる財源を確保し 、 新潟市が持続的に発展するためには、 市内のあ

ら ゆる産業が地域の内外から 稼ぐ 力を高めると と も に、 地域内経済循環を促進するこ と で、 豊かな経済を築き、

市民所得の向上につなげる戦略を展開し ていく こ と が重要です。

そのため、 ポスト コ ロナの社会経済環境の変化への対応を後押し し 、 付加価値の高い新事業への展開や、 新

たな市場への販路開拓、 設備投資による生産性の向上を支援すると と も に、 デジタ ル化・ 脱炭素化による競争

力強化に取り 組む企業を支援し ます。 生産年齢人口が減少するなか、 人材の確保と 育成も 課題と なっ ているこ

と から 、 市内企業が将来を担う 世代から 働く 場と し て選ばれるよう 支援すると と も に 、 働き やすい職場環境づ

く り や働きがいを高める取組も 後押し し ます。

また、 地域経済の持続的な成長には、 起業・ 創業や新事業の創出が欠かせません。 そのため、 起業・ 創業し

やすい環境を整えると と も に、 食や農をはじ めと する新潟市の強みを活かし た新たなビジネスの創出と 成長産

業の育成を 図り ます。 さ ら に、 新潟市は大学や専門学校など高等教育機関の人口当たり の数が政令指定都市

ト ッ プク ラ スであり 、 未来を支える優れた人材を輩出し ている強みも 活かし ながら 、 企業誘致や産業集積を図

り 、 多様で魅力ある雇用を創出し ます。

企業の稼ぐ 力を高めると と も に、 若者や企業から 選ばれるこ と で、 地域経済に活力を生み出し ます。

戦略展開の方向

○地域・ 社会環境の変化によ り 多様化・ 複雑化する 企

業の経営課題の解決に向けて、 相談・ コ ン サルティ

ングなどの支援に取り 組みます。

○新たなビジネスモデルへの転換や事業承継など、 市

内事業者の目的に応じ たき め細やかな支援に取り 組

みます。

経営課題の解決に向けた支援 P 1 5 3

○新潟市の強みである食分野を 中心と し た輸出促進に

向けて、 市内事業者の海外販路拡大を支援し ます。  

○外資系企業や外国人起業家の誘致を 進め、 地域経済

の活性化を図り ます。

海外ビ ジネスの推進 P 1 5 4

○企業のDX ＊1を 推進するなど、 生産性向上や、 付加価

値向上に向けた取組を 後押し する こ と で、 地域の外

から 稼ぐ 力を高めると と も に、 所得の向上につなげ、

地域内経済の循環を促進し ます。

○商店街が商業機能に加え、 世代を 超えて人々が交流

する 機会を 創出するなど、 地域住民やコ ミ ュ ニティ

が求める 多様なニーズに応え、 持続・ 発展でき る よ

う 、 地域の実情に合わせて支援し ます。

地域経済の持続的発展に向けた取組 P 1 5 3

○食の拠点性向上に向けて、 食に関する新たなビ ジネ

スチャ ン スを 創出するほか、 海外の市場動向や輸出

環境等を 踏まえながら 、 米を はじ めと し た農産物の

輸出促進に取り 組みます。

所得拡大に向けた販売力の強化 P 1 5 9

＊1  D ig ita l Tra nsfo rma tionの略。 データ と デジタ ル技術を活用し て、 顧客や社会のニーズを基に、 製品やサービス、 ビジネスモデルの変革や、 業

務そのも のや、 組織、 プロセス、 企業文化・ 風土を変革するこ と 。
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政 策 指 標

一人当たり 市民所得
（ 市民経済計算による一人当たり 市民所得）

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

3 ,0 2 5 千円
（ 令和元年度）

3 ,1 7 9 千円
（ 令和5 年度）

3 ,3 4 0 千円
（ 令和9 年度）

職業を理由と し た県外と の転出入数

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

2 ,0 0 8 人
転出超過

（ 令和3 年）

転出超過の縮小
（ 令和8 年）

転出超過の縮小
（ 令和1 2 年）

○多様で柔軟な働き 方を 実践でき る職場づく り に取り

組む中小企業を支援し ます。

○市内の中学校、 高校、 大学や経済団体などと 連携し
て、 学生に向けた市内事業者の認知度向上に取り 組
みます。

人材確保・ 育成に向けた支援 P 1 5 3

○起業家の支援・ 育成に取り 組むと と も に、 セミ ナー
やワーク ショ ッ プの開催などを 通じ て企業や地域な
ど と の多様なネッ ト ワーク 形成を 促進する こ と で、

創業し やすく 、 安定的に事業が継続でき る環境づく
り に取り 組みます。

○食関連産業の集積など新潟市の特色を 活かし た、 市

内事業者と スタ ート アッ プ
＊2

と のオープン イ ノ ベー
ショ ン ＊3を 促進し 、 新規事業の創出に際し ても 寄り
添いながら 幅広く 支援し ます。

起業・ 創業し やすい環境づく り P 1 5 4
○活力ある 産業拠点の形成に向けた計画的な工業用地

の整備と 、 充実し た広域交通基盤などの地域特性を
活かし た企業立地を促進し ます。

○「 にいがた2 k m」 ＊9エリ アにおける高機能オフ ィ ス
の整備を 促進する と と も に、 新潟市の優位性を ア

ピールし 、 多様な産業と の連携やイ ノ ベーショ ン ＊1 0

が期待さ れるＩ Ｔ 企業の誘致を推進し ます。

○企業の立地・ 誘致の推進によ り 、 多様で魅力ある雇

用の創出を図り ます。

戦略的な企業立地・ 誘致の推進 P 1 5 4

○企業によ る 働き やすい職場づく り や、 社員の生産
性・ 創造性を 高める取組を 促進する など、 企業の働
き方改革を推進し ます。

○経済界や労働団体など関係団体と 連携し 、 官民協働
により ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンスを推進し ます。

働き 方改革など職場環境の整備 P 1 5 5

○AI＊4 やIoT＊5、 5 G ＊6 を はじ めと し た先端技術の活用
やDX の取組を促進するほか、 多種多様な企業などが

協業・ 共創する ための環境整備と 人材育成を 進め、
新規事業の創出を支援し ます。

○デジタ ル社会や脱炭素社会の進展を見据えた、 DX や
GX ＊7などの新たなサービスの実証・ 実装を促進し ま

す。

○航空機産業をはじ めと し た成長分野への参入など、 優
れた技術を有する市内事業者の挑戦を後押し し ます。

社会の変化を 見据えた

新規事業創出の支援　
P 1 5 4

XR＊8スク ール

○企業のデジタ ル化を 支援するこ と で、 労働力不足の
解消や事業の高度化を 後押し するほか、 ポスト コ ロ

ナの社会変化に対応し た新規事業の創出など、 地域
企業の持続的な成長を支援し ます。

○社会課題と し て企業に要請さ れる 脱炭素化を 支援す
る こ と で、 地域企業の持続的な成長と 競争力の強化

を 図る と と も に、 ゼロカ ーボン シティ ＊1 の実現に向
けた取組を推進し ます。

デジタ ル化・ 脱炭素化によ る

競争力強化
P 1 5 3

＊1  脱炭素社会に向けて、 2 0 5 0 年までにCO2の排出量を実質ゼロにするこ と を目指す旨を表明し た地方自治体のこ と 。
＊2  新し いビジネスモデルを考えて、 新たな市場を開拓し 、 社会に新し い価値を提供し 、 貢献するこ と により 、 事業の評価を短期間で飛躍的に高める

企業のこ と 。
＊3  企業や組織の枠に捉われず、新たな技術やアイデアなどを積極的に活用し て、革新的な製品やサービス、またはビジネスモデルなどの開発を行う こ と 。
＊4  Artif ic ia l In te llig ence（ 人工知能） の略。 知的な行為を、 人工的に作ら れた知能で可能にする技術のこ と 。
＊5  Inte rne t o f Th ing sの略。 様々なも のがイ ンタ ーネッ ト につながるこ と で、 離れたと こ ろにあるモノ の状態を把握し て操作し たり 、 サービスを利

用し たり でき るこ と 。
＊6  第5 世代移動通信システム（ 5 th Gene ra tion） のこ と 。 高速・ 大容量、 超低遅延、 多数同時接続が可能な移動体無線通信システム。
＊7  Green  Tra nsfo rma tionの略。 カ ーボンニュ ート ラ ルや温室効果ガス排出削減目標の達成に向けた取組を経済の成長の機会と 捉え、 排出削減と

産業競争力の向上の実現に向けて、 経済社会システム全体を変革するこ と 。
＊8  VR（ 仮想現実）、 AR（ 拡張現実） 等に関する仮想空間技術の総称。
＊9  新潟駅周辺・ 万代・ 万代島・ 古町をつなぐ 約2 ｋ ｍの都心軸周辺エリ アの呼称のこ と 。
＊1 0  モノ 、 仕組みなどに対し て、 全く 新し い技術や考え方を取り 入れて、 新たな価値を生み出し 、 社会的に大き な変化を起こ すこ と 。

指標の定義や目標設定の考え方をP2 6 5 ～2 7 8 に記載し ています。
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具体的な 内容 ページ番号 は各分野の政策・ 施策の該当ページを表示し ています。

重点戦略 ❸ 豊富な田園資源を活かし た
儲かる農業の実現

全国ト ッ プク ラ スの農業力を生み出し ている田園地域は、 景観や防災などの面でも 機能を発揮し 、 新潟市の
強みである都市と 田園の調和により も たら さ れる暮ら し やすさ の土台を形作っ ています。 こ の強みをさ ら に高

めると と も に、 多く の市民が誇り を 持っ ている「 農産物」 と 、 日本海や信濃川・ 阿賀野川などが育む豊かな
「 食」 を、 都市ブラ ンド と し て最大限に活かし ていく こ と が、 地域経済に発展をも たら す大切な鍵と なり ます。
そのためには、 若者に選ばれ、 農業、 農村が元気になる 「 儲かる農業」 を基軸と し た戦略を展開し ていく こ と

が重要です。

主食用米の需要減少や米価の下落など水田農業を取り 巻く 環境が厳し さ を増し ている中、 意欲ある担い手へ

の農地の利用集積・ 集約化を推進し ながら 、 需要に応じ た多様な米生産への取組を進めます。 園芸作物の導入
によ る 経営の複合化や、 大規模な園芸産地の形成、 6 次産業化や農商工連携を 進める と と も に、 スマート 農
業＊1技術やデジタ ル技術の導入を支援するこ と で 、 生産性・ 収益性の向上を図り ます。 さ ら に園芸作物の生産
拡大と 併せて多様な販売先を確保するため、 オール新潟体制で新たな需要開拓や市内農産物のＰ Ｒ 活動に積極

的に取り 組みます。 また、 子ども たちが農業や食文化に触れ、 理解を深める機会の拡大にも 取り 組みます。

我が国を代表する大農業都市と し ての強みに磨き をかけ、 将来にわたっ て田園の恵みを感じ ながら 心豊かに

暮ら せる新潟市を築きます。

戦略展開の方向

○食関連産業の集積など新潟市の特色を 活かし た、 市

内事業者と スタ ート アッ プ ＊7 と のオープンイ ノ ベー
ショ ン ＊8 を 促進し 、 新規事業の創出に際し ても 寄り
添いながら 幅広く 支援し ます。

起業・ 創業し やすい環境づく り P 1 5 4

○良好な営農条件を 備えた農地を 確保し 、 意欲ある担
い手が有効利用し 、 さ ら に次世代へ承継する ため、
農地の大区画化や水田の汎用化＊2等を進めます。

〇新潟市の農業を 支える 基幹的な農業水利施設
＊3

の適
切な更新・ 保全管理によ る農業生産基盤の強靭化を
進めます。

○意欲ある 担い手への農地の集積・ 集約化を 効果的に

推進し 、 生産性の向上を 図ると と も に、 スケールメ
リ ッ ト ＊4を 活かし た農業経営が展開でき るよ う 取組

を進めます。

「 儲かる 農業」 に向けた

農業生産基盤の整備・ 保全
P 1 5 9

○所得と 雇用機会の確保を 図る ため、 農業者が農産物
の加工、 直売所や農家レ スト ラ ンの経営等新規事業
を立ち上げ、 新たな付加価値を生み出す6 次産業化＊5

や食品関連産業等他分野と の連携によ る農商工連携
を進めます。

〇障がい者や農業サポータ ー＊6を はじ めと する 多様な

人材が活躍できる環境を整え、 連携を強化し ます。

〇田園環境や景観など新潟市の地域資源を 良好に保つ
地域の取組を進めます。

〇市街地の近傍や上流域には水田が広がり 、 多く の排

水施設等が位置し ており 、 こ れら 農地・ 農業水利施
設の多面的機能を活かし て流域治水を推進し ます。

地域資源を 活用し 、

コ ミ ュ ニティ の活力を 創出
P 1 6 0

○需要が拡大する 野菜・ 果樹に対応するため、 生産技

術の課題解決や付加価値の高い農産物の生産に対す
る支援を行います。

○消費者や食品関連産業の需要に応じ た多様な米づく

り を 進めると と も に、 園芸導入による 複合営農を 推
進し ます。

新たな需要に応える 農産物の

生産体制の強化
P 1 5 9

＊1  ロボッ ト 、 AI、 IoTなど先端技術を活用する農業のこ と 。
＊2  水田を畑地と し ても 利用でき るよう に排水機能等を整備するこ と により 、 畑作物の生産ができるよう にするこ と 。
＊3  農業生産に必要な農業用水を貯留、 取水、 分水し 、 各ほ場に引水し て利用し 、 河川等へ排水する施設のこ と 。
＊4  規模を大き く するこ と によっ て得ら れる効果や利益のこ と 。
＊5  農林漁業者（ 1 次産業従事者） が原材料供給者と し てだけではなく 、「 地域資源」（ 農林水産物、 バイ オマス、 自然エネルギーなど） を有効活用し 、

加工（ 2 次産業）、 流通（ 3 次産業） に取り 組み経営の多角化を進め、 農山漁村の雇用確保や所得の向上を目指すこ と 。
＊6  農作業をし たい、 園芸や野菜作り を学びたい、 健康づく り をし たいと 考える市民が農業サポータ ーと し て登録し 、 消費者と 交流し たい、 農業に理

解を持っ てほし いと 考える農家の農作業をボラ ンティ アで手伝う 人のこ と 。
＊7  新し いビジネスモデルを考えて、 新たな市場を開拓し 、 社会に新し い価値を提供し 、 貢献するこ と により 、 事業の評価を短期間で飛躍的に高める

企業のこ と 。
＊8  企業や組織の枠に捉われず、 新たな技術やアイ デアなどを積極的に活用し て、 革新的な製品やサービス、 またはビジネスモデルなどの開発を行う

こ と 。
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政 策 指 標

農業産出額推計値

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

全体
5 6 9 .9 億円
う ち 園芸

1 9 6 .1 億円
（ 令和2 年）

全体
5 7 1 .4 億円
う ち 園芸

2 1 1 .1 億円
（ 令和7 年）

全体
5 7 3 .0 億円
う ち 園芸

2 2 3 .0 億円
（ 令和1 1 年）

新潟市の農水産物などに対し て誇り や愛着を持つ
市民の割合

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

8 6 .9 ％
（ 令和4 年度）

9 0 .0 ％
（ 令和8 年度）

9 0 .0 ％
（ 令和1 2 年度）

○市内農業団体等と 連携し 、 地域一体と なっ て園芸作

物（ 野菜、 果物、 花き ） の販路開拓やタ ーゲッ ト 層
に合わせ、 時代に対応し た販売促進に取り 組みます。

○食の拠点性向上に向けて、 食に関する 新たなビジネ

スチャ ンスを 創出するほか、 海外の市場動向や輸出
環境等を 踏まえながら 、 米を はじ めと し た農産物の
輸出促進に取り 組みます。

所得拡大に向けた販売力の強化 P 1 5 9

○アグリ ・ スタ ディ ・ プログラ ム＊4の推進などにより 、

持続可能な社会の実現に向け、 より よく 問題を 解決
する 力を 養う と と も に、 豊かな食の恵みに感謝し 、
いのちや人の絆を大切にする心を育みます。

自己実現し ていく 力の育成 P 1 3 7

○新規就農者の技術および知識の習得や意欲ある担い
手が営農を 継続でき る環境を 整備するなど、 多様な

担い手の確保・ 育成を進めます。

○スマート 農業技術などを 活用し 経営拡大を 進める 担
い手の育成に取り 組むほか、 農業を 支える 多様な人

材を確保するため、 デジタ ル技術の活用を進めます。

意欲ある 担い手等の確保・ 育成 P 1 5 9

○森林資源の適切な管理を 推進するため、 森林経営管
理制度＊5の運用を進めると と も に、 保安林等の守るべ
き森林を市民主体で維持し ていく 活動を促進し ます。

○水産業の振興に向け、 漁港施設の長寿命化＊6や担い

手の確保を推進し ます。

林業・ 水産業の環境整備 P 1 6 0

就農支援研修

○国家戦略特別区域制度を 活かし 、 スマート 農業＊1や
デジタ ル技術の導入を 支援する こ と で、 生産性・ 収

益性の向上を図り ます。

○SDG s＊2 の達成に向け、 脱炭素化・ 環境負荷低減に
対する 農業現場のニーズに即し ながら 、 様々な課題
に対し デジタ ル技術を活用し ます。

生産性向上と 持続性の両立に向け

たスマート 農業技術の導入促進
P 1 5 9

○市民が農業に触れる 機会を 創出し 、 都市と 農村の交

流や相互理解を促進し ます。

○いく と ぴあ食花やアグリ パーク などを 活用し 、 市民
が食と 農に触れ、 親し み、 学ぶこ と ができ る 場を 提

供する など農業体験を 通じ て、 地域への誇り と 愛着
を育む取組を進めます。

〇地元農産品の消費拡大につなげるため、 地場産食材

の活用や地産地消を進めます。

食と 農への理解促進と

シビ ッ ク プラ イ ド ＊3 の醸成
P 1 6 0

○新潟市の強みである食と 花、 食文化の魅力を 発信し 、
多く の人がその魅力に触れら れる機会を 提供する こ
と によっ て、 市民をはじ めと する多様な主体と 共に、

食と 花の販路の拡大およ び都市と 農村の交流を 推進
し 、 農林水産業の振興と 豊かな市民生活の実現を 図
り ます。

新潟の農水産物と 食文化を

全国に発信
P 1 6 0

＊1  ロボッ ト 、 AI、 IoTなど先端技術を活用する農業のこ と 。
＊2  Susta in a b le  Dev e lopmen t Goa ls（ 持続可能な開発目標） の略。 より よい社会の実現を目指す2 0 3 0 年までの世界共通の目標で、2 0 1 5 年の「 国

連持続可能な開発サミ ッ ト 」 において1 9 3 の加盟国の全会一致により 採択さ れた。 将来世代のこ と を考えた持続可能な世界を実現するための1 7
の目標と 1 6 9 のタ ーゲッ ト から 構成さ れている。

＊3  市民が都市や自治体に対し て持つ誇り 、 愛着および共感のこ と 。
＊4  田園型政令市・ 新潟の特徴を活かし た農業体験学習のこ と 。 各教科等の学習を深化・ 補完し 、 生き る力を育むと と も に、 新潟の食と 農や地域の魅

力を学ぶ等、 特徴的な取組。
＊5  経営管理が行われていない森林に対し て、 市町村が森林所有者の委託を受けて経営管理するこ と や、 林業経営者に再委託するこ と により 、 林業経

営の効率化と 森林管理の適正化を促進する制度のこ と 。
＊6  適切な保全により 公共施設やイ ンフ ラ 資産の健全な状態を可能な限り 長く 維持するこ と 。

指標の定義や目標設定の考え方をP2 6 5 ～2 7 8 に記載し ています。
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具体的な 内容 ページ番号 は各分野の政策・ 施策の該当ページを表示し ています。

重点戦略 ❹ 魅力と 拠点性を活かし た
交流人口の拡大

人口減少時代において、 交流人口＊1の拡大は、 来訪者の消費による地域経済の活性化や、 市民の地域への誇

り と 愛着の醸成につながるこ と から 、 都市の活力向上と 持続的な発展にと っ て欠かせない要素と なり ます。

新潟市には、 国内外と 結ばれた広域交通基盤に加え、「 みなと まち」 と し ての繁栄の歴史によっ て培われて

き た、 花街、 古町芸妓に代表さ れる「 みなと まち文化」、 そし て世界に誇る豊かな食など、 数多く の強みや魅

力があり ます。 さ ら には、 リ ーグ屈指の観客動員数を誇るアルビレッ ク ス新潟に代表さ れる 、 市民・ 県民から

愛さ れているプロスポーツチームも あり ます。

また市内8 区には、 それぞれの地域を形作っ てき た歴史と 固有の文化や民俗芸能、 地域に根差し た産業、 果

樹・ 野菜と いっ た自慢の農産物があり 、 各区の特色ある魅力にあふれています。

こ う し た文化やスポーツ 、 食や農をはじ めと し た多彩な魅力をさ ら に磨き上げると と も に、 デジタ ル技術や

データ などを 活用し ながら 、 外国人旅行者への対応など来訪者へのおも てなし 態勢を 強化し ます。 また、 全

国・ 世界と つながる高速交通ネッ ト ワーク を有する拠点性を活かし 、 県内外の自治体と の広域連携による誘客

活動を積極的に展開し ます。

そし て、 官民のパート ナーシッ プにより ポスト コ ロナに適し た観光スタ イ ルを構築・ 推進し 、 新潟市への観

光マイ ンド を活性化さ せ、 訪れたいまちと し て国内外から 選ばれる新潟市を目指し ます。

戦略展開の方向

○来訪者が安心・ 安全に観光でき る体制づく り や、 観

光面から SDG ｓ ＊2 に貢献でき る 仕組みの構築など 、

持続可能な観光への取組を官民一体で進めます。

○新潟空港や新潟駅と いっ た拠点において、 おも てな

し 感の醸成を進めます。

〇民間事業者が取り 組む体験型観光の充実を図り ます。

○外国人旅行者へのおも てなし 態勢の整備を 官民一体

で進めます。

○古町芸妓をはじ めと し た「 新潟なら では」 の文化や、

伝統行事、 街並み、 自然環境と いっ た各区の地域資

源＊3の観光コ ン テンツ と し ての磨き 上げや掘り 起こ

し を進めます。

〇AR＊4やVR＊5をはじ めと するデジタ ル技術を活用し 、

来訪者の利便性向上や観光コ ン テンツ の付加価値を

高めると いっ た取組を進めます。

持続可能な観光の推進と

おも てなし 態勢の強化
P 1 6 6

夜の萬代橋と 桜

新潟の自然（ 日本海）

＊1  観光目的やビジネス目的などでその地域を訪れる人々のこ と 。

＊2  Susta ina b le  Deve lopment Goa ls（ 持続可能な開発目標） の略。 より よい社会の実現を目指す2 0 3 0 年までの世界共通の目標で、2 0 1 5 年の「 国

連持続可能な開発サミ ッ ト 」 において1 9 3 の加盟国の全会一致により 採択さ れた。 将来世代のこ と を考えた持続可能な世界を 実現するための1 7

の目標と 1 6 9 のタ ーゲッ ト から 構成さ れている。

＊3  歴史・ 文化遺産、 伝統行事・ 文化・ 芸能・ 工芸、 街並み、 産業、 農村文化・ 田園、 海・ 潟・ 里山等の自然環境、 鉄道、 温泉など。

＊4  Aug mented  Rea lityの略。 現実の環境にコ ンピュ ータ を用いて情報を付加するこ と により 人工的な現実感を作り 出す技術の総称のこ と。 拡張現

実と も いう 。

＊5  V irtua l Rea lity の略。 人間の感覚器官に働き かけ、 現実ではないが実質的に現実のよう に感じ ら れる環境を人工的に作り 出す技術のこ と 。 仮想

現実と も いう 。
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政 策 指 標

延べ宿泊者数

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

日本人
1 7 2 .8 万人泊

外国人
0 .4 万人泊

（ 令和3 年）

日本人
2 2 7 .2 万人泊

外国人
9 .2 万人泊

（ 令和8 年）

日本人
2 3 0 .0 万人泊

外国人
1 8 .0 万人泊

（ 令和1 2 年）

観光入込客数

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

1 ,1 6 9 万人
（ 令和3 年）

1 ,9 2 5 万人
（ 令和8 年）

2 ,0 4 5 万人
（ 令和1 2 年）

○みなと ま ち 文化や踊り 文化、 マン ガ・ ア ニメ 文化、

鉄道文化などの人を 引き つける 特色ある 文化を さ ら

に磨き 上げ、 観光や産業、 まち づく り の分野などの

振興に役立てます。

特色ある 文化芸術で地域振興 P 1 2 2

○国際港・ 国際空港や高速道路、 新幹線と いっ た高速

交通ネッ ト ワーク を 有する拠点性を 活かし 、 ハイ レ

ベルな国際会合・ スポーツ大会等を 含むＭＩ Ｃ Ｅ ＊1

誘致、 およ び佐渡市や会津若松市＊2を はじ めと する

県内外の自治体と の広域連携により 、 誘客を 促進し

ます。

〇食と 酒、 みなと まち 文化、 各区の地域資源
＊3

、 古町

芸妓、 マンガ・ アニメ 、 スポーツ など、 新潟市の個

性・ 魅力を 最大限に活用し 、 誘客を 促進する と と も

に、 来訪者の満足度向上、 リ ピ ート ・ 消費意欲の向

上につなげます。

○航空路線の充実、 外国人誘客、 ク ルーズ船の誘致を

進めます。

○SN S＊4 を はじ めと する 様々な メ ディ ア を 活用し 、

タ ーゲッ ト を意識し た効果的な情報発信を行います。

〇来訪者アン ケート や旅行者動態調査を 適宜実施し 、

データ に基づいた効果的・ 効率的な誘客活動を 行い

ます。

新潟の個性・ 魅力と 拠点性を

活かし た誘客の促進
P 1 6 6

○新潟市の持つ魅力を 活かし た、 国際・ 全国大会や合

宿の誘致、 イ ベン ト などの開催によ り 、 スポーツを

通じ た交流を 推進し 、 地域や経済の活性化につなげ

ます。

スポーツ を 通じ た交流の推進 P 1 2 6

新潟シティ マラ ソ ン 北方文化博物館

＊1  Meeting （ 会議）、 Incen tiv e  Tra ve l　（ 企業報奨、 研修旅行）、 Convention（ 総会、 学術会議）、 Even t/Ex h ib ition（ 文化・ スポーツイ ベント 、

展示会） の頭文字。 多く の集客交流が見込まれる会合、 イ ベント などの総称のこ と 。

＊2  佐渡市と は、 平成2 2 （ 2 0 1 0 ） 年から 「 ト キめき 佐渡・ にいがた観光圏」 を形成。 令和4 （ 2 0 2 2 ） 年には、 佐渡金山の世界文化遺産登録を見据

え誘客交流連携協定を再締結。 会津若松市と は、 平成2 4 （ 2 0 1 2 ） 年に観光交流を宣言。

＊3  歴史・ 文化遺産、 伝統行事・ 文化・ 芸能・ 工芸、 街並み、 産業、 農村文化・ 田園、 海・ 潟・ 里山等の自然環境、 鉄道、 温泉など。

＊4  Soc ia l N e tw ork in g  Se rv iceの略。 イ ンタ ーネッ ト を通じ て、 社会的なネッ ト ワーク の構築を支援するサービス。

指標の定義や目標設定の考え方をP2 6 5 ～2 7 8 に記載し ています。
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具体的な 内容 ページ番号 は各分野の政策・ 施策の該当ページを表示し ています。

重点戦略 ❺ 新潟暮らし の魅力発信と 多様な支援に
よる移住・ 定住の促進

新潟市は、 日本海拠点都市と し ての「 活力」 と 田園の「 ゆと り 」 を併せ持ち 、 田園は四季折々の恵みで都市

を潤し 、 また、 都市はその活力により 田園を豊かにし ています。 日々の食卓を彩る食の豊かさ はも ちろ ん、 住

民自治や地域コ ミ ュ ニティ の力が、 地域の防災・ 防犯や子育て・ 教育の面などでも 発揮さ れ、 安心し て暮ら せ

る新潟市を支えています。

新型コ ロナウイ ルス感染症の拡大は、 東京一極集中の危う さ を顕在化さ せると と も に、 テレワーク の普及を

も たら し 、 若者を中心に地方暮ら し への関心が高まる契機と なり まし た 。 一方、 今後予測さ れている生産年齢

人口の減少は、 企業活動や市民生活に様々な経済的・ 社会的影響をも たら す懸念があるこ と から 、 東京圏＊1か

ら 地方への分散が進みはじ めている社会変化を的確に捉えつつ 、 新潟市の暮ら し やすさ を一層高め、 若者から

選ばれるこ と が重要です。

移住・ 定住促進策については、 新潟への誇り と 愛着を 醸成し ながら、 市内外で新潟暮ら し の魅力をPRする

と と も に、 若者に対する市内就労への意識醸成や、 市内企業を知っ ても ら う 取組を強化し ます。 また、 移住セ

ミ ナーでの情報発信はも と より 、 移住検討者・ U IJタ ーン ＊2による就業者・ 移住者向けの多様な支援を展開し

ます。 加えて、 将来的なU タ ーンや移住を 見据えた継続的なつながり を 持ち続ける「 関係人口」＊3の創出に取

り 組むこ と で、 新し い人の流れを生み出し ます。

戦略展開の方向

○学校の特色や地域の実情を 踏まえつつ、 発達段階に
ふさ わし いキャ リ ア 教育＊4 を 推進し ます。 そし て、

将来にわた っ て 地域への誇り と 愛着を も ち、 社会
的・ 職業的に自立し 、 集団や社会で様々な人と かか

わり 、 自分の役割を 果たし ながら 自分ら し く 生き る
資質・ 能力を育みます。

自己実現し ていく 力の育成 P 1 3 7

○若者を 中心と し た市民に、 新潟市で暮ら すこ と の魅
力を伝え、 誇り と 愛着の醸成を図り ます。

○ウェ ブサイ ト やSN S
＊5

などを 通じ て、 各区の特色あ
る 取組も 含めた新潟市の魅力の情報を 市の内外に発
信し ます。

新潟暮ら し の魅力発信 P 1 7 1

○「 地域と と も にある 学校」 を 目指し 、 学校と 地域が
共通の目標を も っ て、 学校と 社会教育施設、 家庭、
地域を つなぐ ネッ ト ワーク づく り を さ ら に進め、 子

ども の豊かな成長を 支える 協働事業を 一層推進し ま
す。

地域と 学校・ 社会教育施設の協働 P 1 3 9

○小・ 中学校を はじ めと する 各種学校による 地域活動

参加を 促進し 、 子ども や若者の地域への関心と 愛着
を深め、 将来の担い手育成につなげます。

活動の担い手育成・ 確保 P 1 1 3

＊1  東京都、 埼玉県、 千葉県、 神奈川県のこ と 。
＊2  Ｕ タ ーン: 地方から どこ か別の地域へ移住し たあと 、 その後また元の地方へ戻るこ と 。
 Ｉ タ ーン: 生まれ育っ た地域(主に大都市)から どこ か別の地方へ移り 住むこ と 。
 Ｊ タ ーン: 地方から どこ か別の地域（ 主に大都市） に移り 住み、 その後生まれ育っ た地方近く の（ 大都市より も 規模の小さ い） 中規模な都市へ戻

り 住むこ と 。
＊3  地域内にルーツのある者や過去の勤務・ 滞在等の何ら かの関わり がある者など、 地域と 多様に関わる人々のこ と 。 移住し た人を含みその地域に住

んでいる「 定住人口」、 観光目的やビジネス目的などでその地域を訪れる「 交流人口」 と は異なる。
＊4  一人一人の社会的・ 職業的自立に向け、 必要な基盤と なる能力や態度を育てるこ と を通し て、 キャ リ ア発達を促す教育のこ と 。
＊5  Soc ia l N e tw ork ing  Se rv iceの略。 イ ンタ ーネッ ト を通じ て、 社会的なネッ ト ワーク の構築を支援するサービス。

新潟市移住・ 定住情報ウェ ブサイ ト
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政 策 指 標

職業を理由と し た県外と の転出入数

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

2 ,0 0 8 人
転出超過

（ 令和3 年）

転出超過の縮小
（ 令和8 年）

転出超過の縮小
（ 令和1 2 年）

大学等新規学卒者の県内就職率

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

5 8 .8 %
（ 令和3 年度）

前年度実績以上
（ 令和8 年度）

前年度実績以上
（ 令和1 2 年度）

○移住セミ ナーなどの機会を 活用し 、 各区の特色や仕

事と 子育ての両立のし やすさ など新潟暮ら し の魅力
をPRするほか、 移住相談などを 通じ て移住検討者へ
の情報提供を行います。

○テ レ ワーク の普及な ど 働き 方の変化な ど も 捉え、
U IJタ ーンによる就業者の支援に取り 組みます。

○移住後の生活を安心し て送れるよう 、 生活のサポート

を行う など、 移住者の定住に向けた取組を行います。

移住・ 定住（ U IJ タ ーン ） の促進 P 1 7 1

○県などの関係機関と 連携し 、 市外在住者が多様な形
で新潟市と つながる 機会を 創出し 、 将来のＵ タ ーン

や移住を 見据え た継続的な つな がり を 持ち 続ける
「 関係人口」 の創出に取り 組みます。  

関係人口の創出 P 1 7 1

○市内の中学校、 高校や大学などと 連携し 、 若者の市
内就労への意識醸成や、 市内企業を 知っ ても ら う た

めの取組を推進し ます。

○市内企業の働き やすい職場づく り を 支援し 、 職場環
境の魅力向上と その認知度向上を促進し ます。

市内への就労促進 P 1 7 1

○企業によ る 働き やすい職場づく り や、 社員の生産
性・ 創造性を 高める取組を 促進する など、 企業の働

き方改革を推進し ます。

○経済界や労働団体など関係団体と 連携し 、 官民協働
により ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンスを推進し ます。

働き 方改革など職場環境の整備 P 1 5 5

「 関係人口」 の創出・ 拡大の取組

若い力で新潟を活性化
若い力で新潟を活性化

学生と 地域の「 つながり 」づく り
学生と 地域の「 つながり 」づく り

先輩移住者を交えた移住セミ ナー

指標の定義や目標設定の考え方をP2 6 5 ～2 7 8 に記載し ています。
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